
PICマイコンでは難しかったこんなアプリケーション

もPIC24Fを使えば実現することができます．

● 機能

写真 2に示すのは，PIC24F マイコンから直接

NTSCビデオ信号を出力するオシロスコープです．家

庭用のテレビやプロジェクタを波形モニタとして利用

できます．

PIC24Fの内蔵モジュールの機能をフルに使って，

最高 5μs周期でアナログ信号を連続的に取り込み，

同時にNTSCビデオ信号をPIC24Fから直接出力しま

す．

本器は，表1に示す四つの動作モードをもっていま

す．

NTSCビデオ信号出力回路を製作

マイクロチップ・テクノロジ社の28ピンの16ビッ

ト・マイコン PIC24Fファミリ（PIC24FJ32GA002，

写真 1）を使って，アナログ信号を取り込みながら

NTSCビデオ信号を直接出力する回路を製作しました．

テレビを使ってオシロスコープを実現することもで

きます．マイコンは，内蔵されたA－Dコンバータを

動かすと同時に，一定周期のパルス信号（同期信号）を

出力し続けなければなりません．従来の8ビットの

185
PICマイコン�米国マイクロチップ・テクノロジ社が開発販売している制御用
のマイコンのファミリの総称．小形少ピン，低消費電力が特徴．8ビット，16
ビット，32ビットのファミリがある．
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PIC24FJ32GA002

10進スイッチ� ACアダプタから�
（5～9V）�

OPアンプ�

アナログ�
信号入力�

書き込み器との�
接続用コネクタ�

NTSCビデオ信号出力�

写真2 製作したNTSCビデオ信号出力基板

写真1 少ピンながら充実

した内蔵モジュールをフル

活用できる PIC24FJ32

GA002

読者プレゼント（PIC24FJ64

GA002，写真のデバイスのフ

ラッシュ・メモリ拡大版）を

予定しています．p.261参照．



�モード1：テレビ・オシロスコープ

写真3（a）に，本器に2 kHzの正弦波を入力し，テ

レビに表示させたようすです．5μs周期のサンプリ

ングですから，実力的には5 kHz程度までは使えるの

ではないかと思います．

�モード2：テスト・パターン

写真3（b）は，千鳥格子のパターンです．このパタ

ーンで黒白のコントラストや画像の表示位置を確認で

きます．画像の上下位置については，ブランキング区

間の上側と下側のラスタ本数の調整でずらすことがで

きます．左右の表示位置は，水平同期のOC2のパル

ス幅で調整できます．

�モード3：2次元グラフ

写真3（c）に示すのは2次元のグラフを表示してい

るところです．次式を計算した結果をプロットしたも

のです．グラフは約0.2秒程度で描き終わります．

z（x，y）

＝ ×COS√‾‾x2＋‾y2

（－3π＜x，y＜3πの範囲）

可変抵抗でZ軸のスケールを可変でき，約1秒間隔

で再計算と再表示が可能なので，ピークの高さの連続

的な変化を見ることができます．

1

1＋√‾‾x2＋‾y2

�モード4：文字表示機能

96種類のASCIIコードの英数字を表示することも

できます．

● 回路とブロック図

図1にブロック図を示します．

ビデオ出力部は抵抗3本だけのシンプルな構成で，

直接RCAジャックから出力しています．アナログ・

ビデオ信号入力部は OP アンプで増幅してから，

PIC24FJのAN0端子に入力します．OPアンプにはオ

フセット調整を設けました．

10進ロータリ・スイッチで，表1に示す動作モード

（オシロスコープ，文字表示，テスト・パターン表示，

グラフ表示）を切り替えます．クロックには8 MHzの

セラミック発振子を使います．

図2（p.188）に回路を示します．回路の電源電圧は

3.3 Vです．3端子レギュレータには3.3 V，1 Aタイ

プを使い，5～ 9 V出力のACアダプタを使います．

基板は片面で，10 K感光基板（サンハヤト，75×

100 mm）に余裕で収まります．

PIC24Fで，ほとんどのテレビが扱えるNTSCビデ

オ信号を出力する方法を説明します．

■ 信号生成の考え方

NTSCの白黒ビデオ信号がどんな構成になっている

のか説明します．

図3は，テレビの画面と水平方向の走査線（ラスタ）

の本数を示しています．ラスタ信号には①～③の3種

類あり，NTSC信号はこれらを組み合わせると作るこ

とができます．

● ラスタ信号①

画面に映像が表示されないブランキング期間に生成

します．4.7μsだけ“L”とし，ほかの期間は“H”

にします．

NTSCビデオ信号の生成法

186
NTSC�National Television Standards Committeeの略．アナログ・テレビの
画像信号のタイミングや信号レベルを定めた規格．米国の標準だが，日本，台
湾，韓国，中南米などでも採用されている．
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項目 仕様

出力
NTSCコンポジット白黒ビデオ出力
256 × 192 ドット分解能

入力
アナログ 1チャネル（10 m～ 1 V）

ゲインとオフセット調整可能

機能

●オシロスコープ機能
�自動トリガ・モード，トリガ・レベル調整可能，
　シングル・モード，表示位置の移動可能
�サンプリング周期：最短 5μs
�周波数特性：DC～ 10 kHz 程度
●表示機能
�文字表示
� ASCII 英数字 96 種（32 文字× 24 行）
�テスト・パターン表示
　4種類の繰り返し
�グラフ表示
　3種類，2次元グラフ表示

表1 製作したNTSCビデオ生成回路の仕様

写真3 製作したNTSCビデオ信号生成回路の動作

（a）テレビ・オシロスコープ・モード （b）テスト・パターン表示モード （c）2次元グラフ表示モード
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